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一般質問

CCU だけでなく、バイオマス事業全体での
経済波及効果は？
九州経済調査協会へ調査を依頼した結果、民間の投資や雇用の

創出などにより約 50 億円の波及効果があったと報告を受けて

いる。

CCU 収支改善に向けての取り組みは？
回収した二酸化炭素はまだ余力がある。供給量の増加に取り組

み、収支の改善を図って行きたい。

バイオマス事業の不透明さを改善し、市民
の理解を深めるべきでは？
今までは市民への一方的な情報提供になっていたが、今後はバ

イオマス事業に関する情報を双方向で提供していきたい。

市民の方々から不安視されているバイオマス事業、特に二酸化炭素分離回収事業 (CCU) につ
いて、一般質問をしました。CCUは当初の事業計画どおりにいかず、年間の維持費用に対し収
益が低く、収支があっていません。課題解決に向けて執行部（行政）の見解を問いました。

ごあいさつ
みなさま、こんにちは！ 10 月に初当選をさせて頂き、初めての定例会（議会）を

終えることが出来ました。本当にありがとうございます。

新型コロナウィルスのオミクロン株が佐賀市においても蔓延をしてきており、

蔓延防止措置などで私たちの社会活動の制限もされてきております。苦境に立

たされている飲食店さんや取引業者さん、医療従事者をはじめとするエッセン

シャルワーカーの方々が 1 日でも早く、この状況を脱する事が出来るよう願う

ばかりです。皆様におかれましても引き続き予防に努めて頂き、ご自愛をくださ

いますよう、お願い申し上げます。

佐賀市 11月定例会のご報告

「バイオマス、現状を省み課題解消へ」
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令和 3 年度 11 月定例会補正予算　主な事業昨年の 11月 29 日に定例会が開かれ、12 月 20 日

に閉会をしました。坂井市長が新市長に就任さ

れ、補正予算による目玉政策の議案や条例、一般

議案を審議し、全て可決（同意を含む）をしまし

た。私の所属する経済産業委員会ではプレミアム

付き地域振興券発行事業を審議し、今回新たに取

り組む地域振興券の一部デジタル化について課

題を質問し、市民の方々が不便を被らないよう求

めました。

佐賀駅周辺活性化事業（佐賀駅周辺整備構想推進室）　6億 1,156 万円
市内の店舗で利用できるプレミアム付地域振興券の発行に要する経費（繰越明許費）

プレミアム付地域振興券発行事業（経済部）　2億 1,980 万円
新型コロナウイルスワクチンの追加接種（3回目）に要する経費

市内の保育所等に新規就職予定の保育士に対する就職支援金の給付に要する経費

新型コロナウイルスワクチン接種経費（保健福祉部）　9億 5,158 万円

江北町や白石町など子育て世帯への支援が充実し

ている市町を参考事例に、本市においても子育て世

帯への一層の支援拡充の必要性を問いました。

その他の質問



嵩広いなば
佐賀市議会議員

・1985 年 10月31日生まれ　東京都出身　成蹊大学法学部法律学科卒業。大学卒

業後、リグナ株式会社というネット通販会社で経験を積む。

・その後、インテリア関係の商社、株式会社ジェイ・シータウン（主な取引先 : 株式会

社飯田産業、防衛省ほか）にて多くの業務に取り組む。

・佐賀市西田代出身の妻と結婚した事で、佐賀にご縁を頂き、佐賀で子育てをしたいと

妻に相談をし、4年前に移住。8歳の長女と5歳の次女、2歳の長男の子育て真最中！

・掃除や洗濯、お皿洗いなどの家事が日課で、休日は料理を担当することも。得意料

理はパスタ全般。趣味は読書、料理、キャンプ、ランニング

）！走完＆加参の度２ンソラマ桜（   

プロフィール

〒840-0045　佐賀市西田代 2-1-9

TEL  0952-77-0836
LINEWEB サイト

いなば嵩広 所属先のご報告
11 月臨時会にて、前期二年間の所属先が決まりました！

●常任委員会　建設環境委員会

●各種委員会　議会広報広聴委員会

●諮問機関　　都市計画審議会

所属会派は、自由民主党になります。

自由民主党所属メンバー（17 名）

福井 章司（代表者 )、平原 嘉德 ( 副代表者 ) 、川副 龍之介 ( 副代表者 ) 、

西岡 義広 、嘉村 弘和、千綿 正明、江頭 弘美、堤 正之、重松 徹、松永 幹哉、

永渕 史孝、宮﨑 健、江原 新子、西岡 真一 、御厨 洋行、川﨑 健二、稲葉 嵩広
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近況のご報告 嵩広いなば佐賀市議会議員

いなば嵩広の佐賀市探訪
2024 年に開催される国スポ・全障スポに向けて、市内のあちらこちらで
開発が進んでいます！

2024年、佐賀県は国スポ・全障スポ（旧国体）の主催権です。その大会に向けて市内の様々な所で再開発が行われて
います。その再開発の目玉とされるサンライズパークのアリーナと佐賀駅に足を運んでみました。
■サンライズパークアリーナ（写真左）　8000 人もの観客を収容が可能なアリーナは九州最大級の規模を誇ります。
佐賀バルーナーズや久光スプリングスなど、佐賀市をホームとするスポーツチームの拠点としても利用される予定で
す。市民・県民に愛される施設になると良いですね！
■佐賀駅南口（写真中央、右）　県都佐賀市の玄関口の再開発も進んでいます！北口の工事は既に完了しましたが、
南口は工事の真っ最中。芝生を備えた広場になる予定で、色々なイベントが出来るようになります。佐賀駅周辺の
整備事業は本市の事業です。議会としてもしっかりと注視をしていきます。


